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『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』

す空宍ヲー可?で六で

徳
川
時
代
思
想
史
の
主
潮
流
で
あ
る
儒
教
〔
学
)
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
に

つ
い
て
は
、
日
本
の
「
近
代
化
」
の
特
殊
性
の
認
識
の
如
何
に
直
結
し
、
高
度

に
論
争
的
な
課
題
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
福
沢
諭
吉
、
津
田
左
右
吉
、
丸
山
真
男
、
尾
藤
正
英
な

ど
、
こ
の
分
野
に
か
か
わ
る
代
表
的
論
者
の
基
本
的
論
点
を
想
起
す
れ
ば
十
分

で
あ
る
ロ
本
書
は
、
論
文
集
と
し
て
は
「
小
振
り
」
な
が
ら
、
そ
の
「
総
括

的
」
視
野
、
史
料
の
博
捜
、
論
一
誕
の
徽
密
・
鋭
利
さ
か
ら
み
て
、
こ
の
論
争
史

に
一
石
を
投
じ
た
こ
し
乙
は
確
実
で
あ
り
、
そ
の
波
紋
の
強
度
・
持
続
性
も
か
な

り
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

評
者
は
こ
の
書
の
出
版
直
後
、
本
書
が
闘
連
分
野
の
研
究
者
に
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
ら
れ
る
か
、
い
さ
さ
か
の
個
人
的
関
心
を
持
っ
た
が
、
自
分
自
身
が

短
文
な
が
ら
「
書
評
」
を
物
す
こ
と
と
な
っ
た
。
周
到
・
犀
利
な
書
だ
け
に
、

「
ケ
チ
」
を
つ
け
る
の
に
苦
し
い
思
い
を
し
た
。
多
く
の
部
分
が
、
自
分
の
持

っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
幽
断
し
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
教
え
ら
れ
た
部
分
も
、

も
と
よ
り
多
い
。
よ
う
や
く
、
こ
う
い
う
「
醒
め
た
」
し
か
も
、
全
体
的
な
書

が
出
現
す
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
、
歓
迎
的
感
慨
を
強
く
持
つ
。
し
か
し
、

ーー一

『
近
世
白
本
社
会
と
宋
学
=

江

森

良日

そ
う
は
言
っ
て
も
、
問
題
占
、
を
ヒ
ネ
リ
出
し
て
み
る
こ
と
は
、
研
究
と
い
う
こ

と
の
本
質
に
か
か
わ
っ
て
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
そ
う
い
う
気
持
か
ら
、
自
分
の
誤
読
・
曲
解
を
恐
れ
つ
つ
も
綴
っ
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
細
部
の
い
ち
い
ち
を
問
題
と
す
る
の
で

は
な
く
、
理
論
構
造
に
か
か
わ
る
問
題
提
起
を
中
心
と
し
た
い
。
ま
た
、
時
に

礼
を
失
し
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
予
め
ご
寛

恕
を
願
っ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
氏
の
定
義
す
る
「
宋
学
」
は
、
理
気
心
性
の
学
全
般
を
古
ん
だ
広
い

意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
広
い
規
定
の
範
囲
で
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
観

点
も
考
慮
が
必
要
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
前
期
の
儒
教
思
想
は
、
そ
の
移

入
期
か
ら
、
現
代
儒
教
思
想
の
諸
潮
流
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
現
代
儒

教
思
想
史
の
特
徴
は
、
朱
子
学
の
国
教
化
に
よ
る
形
骸
化
と
、
そ
れ
へ
の
懐

疑
・
反
掛
か
ら
す
る
心
学
的
新
潮
流
が
、
外
形
的
に
は
諸
伝
統
思
想
の
混
滑
と

い
う
形
を
呈
し
な
が
ら
渦
巻
い
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
朱
子
が
目
指

し
、
前
提
主
し
て
い
た
す
べ
て
の
、
少
な
く
と
も
部
分
的
窒
更
を
前
提
と
し
て

九
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い
た
、
と
言
え
よ
う
。
そ
の
エ
ー
ト
ス
が
、
新
社
会
の
創
成
期
で
も
あ
っ
た
徳

川
前
期
に
、
深
い
と
こ
ろ
で
適
合
す
る
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
広
い
意

味
で
の
「
宋
学
」
の
概
念
中
に
属
す
る
、
こ
う
い
う
側
面
か
ら
の
検
討
が
捨
象

さ
れ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。
(
こ
れ
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
最
後
に
も
う

少
し
具
体
的
に
触
れ
る
は
ず
で
あ
る
J

研
究
史
的
に
言
え
ば
、
氏
は
尾
藤
氏
の
所
説
に
最
も
強
く
影
響
を
受
け
て
い

る
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
氏
の
理
論
的
枠
組
と
な
っ
て
い
る
、
次
の
言
葉
な
ど

を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
少
な
く
と
も
、
徳
川
時
代
初
期
、
概
ね
十
七
世
紀
の
終
り
頃
ま
で
、
朱
子

学
・
宋
学
が
本
来
そ
う
で
あ
っ
た
所
の
全
人
的
な
修
養
と
教
養
の
体
系
と
し
て

も
、
そ
の
一
面
で
あ
る
、
倫
理
と
政
治
に
か
か
わ
る
教
義
・
教
説
と
し
て
も
、

ま
た
自
然
・
社
会
・
人
間
を
包
括
す
る
物
の
見
方
、
考
え
方
と
し
て
も
、
当
時

の
日
本
社
会
を
広
く
被
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
深
く
浸
透
し
て
、
受
容
さ
れ

普
及
し
て
い
た
な
ど
と
解
す
る
こ
色
は
で
き
な
い
」
〔
七
頁
)

氏
は
、
尾
藤
氏
の
仮
説
・
推
論
を
「
封
建
」
「
士
農
工
商
」
「
華
夷
」
「
土
」

「
家
」
「
礼
」
な
ど
、
宋
学
の
前
提
す
る
主
要
概
念
に
つ
い
て
詳
細
に
裏
づ
け

た
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
朱
子
学
・
宋
学
」
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
当
時
の
日
本
を
「
広

く
被
L

っ
た
り
、
「
深
く
浸
透
」
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
と
は
、
少
な
く
と
も

今
日
で
は
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
や
違
っ
た
土
俵
に

テ
l

マ
を
ず
ら
せ
る
気
味
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
研
究
史
上
の
現
在
の
問

題
点
は
、
宋
学
が
支
配
の
側
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
こ
の
時
代
に
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
機
能
し
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
は
殆
ん
ど
論
じ
て
レ
な
い
し
、
受
け
取
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。

り
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
問
題
関
心
さ
え
欠
落
さ
せ
て
い
る
、
と
言
え
る
か
も
知
れ

な
い
。
本
書
の
副
題
は
「
徳
川
前
期
儒
学
史
の
一
条
件
」
で
あ
り
、
こ
の
側
面

を
意
図
的
に
捨
象
し
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
日
本
思
想
史
を
「
何
が
故
に
研
究

す
る
の
か
」
に
も
響
く
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
問
題
に
か
か
わ
る
重
要
な
別
の
「
一
条
件
」
を
、
こ
こ
で
は
少
し
詳
し
く
述

べ
て
お
夫
、
た
い
。

寛
永
十
八
年
三
六
四
一
〉
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
長
崎
出
島
に
移
し
て
、
秀
吉

以
来
の
「
鎖
国
」
は
完
成
す
る
。
「
鎖
国
」
は
権
力
の
経
済
統
制
主
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
統
制
の
二
面
を
主
要
素
と
し
て
い
た
。
こ
の
ご
一
代
将
軍
家
光
の
治
世
田
後

半
期
に
、
幕
落
体
制
の
身
分
的
、
制
度
的
大
枠
が
確
立
さ
れ
た
。
強
い
管
理
・

統
制
が
こ
の
段
階
で
、
す
で
に
思
想
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ

ば
、
こ
こ
で
は
良
い
。

慶
安
田
年
〈
一
六
五
一
)
、
十
一
歳
で
四
代
将
軍
と
な
っ
た
家
綱
の
周
辺
で

は
、
朱
子
学
色
が
濃
厚
と
な
り
、
他
方
、
浪
人
問
題
の
激
化
な
ど
社
会
不
安
を

煽
る
か
に
見
え
た
宋
学
内
で
の
異
端
に
対
す
る
警
戒
的
雰
囲
気
が
、
権
力
の
周

辺
に
萌
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
家
綱
即
位
直
後
の
羅
山
か
ら
の
『
大
学
倭
字

解
』
の
献
呈
、
及
び
、
十
五
歳
時
の
『
大
学
』
首
章
の
進
講
(
『
大
学
』
の
進

講
自
体
は
、
豊
臣
秀
頼
に
さ
え
測
る
が
〉
で
あ
り
、
備
前
藩
主
で
、
将
軍
家
に

関
係
漂
い
池
田
光
政
の
蕃
山
登
用
に
関
わ
る
、
幕
閣
の
注
意
・
注
視
で
あ
る
。

特
に
重
要
な
の
は
、
家
綱
の
後
見
を
託
さ
れ
た
叔
父
の
会
津
藩
主
保
科
正
之

の
役
割
及
び
思
想
で
あ
る
。
『
徳
川
実
記
』
に
「
退
朝
の
後
た
だ
枢
密
の
も
れ

む
事
を
恐
れ
、
破
事
と
い
へ
ど
も
、
父
子
夫
婦
の
聞
も
其
事
に
及
ば
ざ
れ
ば
、

侍
臣
も
聞
事
を
得
ず
。
よ
て
補
導
調
和
の
美
事
伝
は
ら
ず
」
〔
巻
三
十
八
〉
主

あ
る
よ
う
に
、
神
秘
の
ベ
l
ル
に
霞
み
が
ち
で
は
あ
る
が
、
権
力
の
最
深
奥
部
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に
あ
っ
て
、
彼
な
り
り
朱
子
学
的
諸
政
策
を
断
行
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
詳
細
を
述
べ
る
場
で
は
な
い
の
で
、
二
点
に
限
っ
て
重
要
事
項
を
挙
げ
る

と
、
寛
文
三
年
三
六
六
一
ニ
)
の
武
家
諸
発
度
発
布
の
際
の
「
殉
死
の
禁
」
の

申
し
渡
し
の
こ
と
。
及
び
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
の
素
行
の
赤
穂
配
流
、

い
わ
ゆ
る
「
寛
文
異
学
の
禁
」
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
正
之
の
政
策
は
全

体
に
統
制
的
色
彩
が
強
く
、
特
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
を
重
視
し
て
い
た
ら
し

く
、
自
藩
内
で
の
「
異
色
・
異
学
の
禁
」
、
幕
府
の
寺
院
統
制
と
こ
れ
に
か
か

わ
る
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
の
追
放
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
る
。
寛
文
六
、
七
年

は
、
会
津
の
他
、
徳
川
光
聞
の
水
戸
藩
、
池
田
光
政
の
備
前
落
で
も
淫
耐
・
邪

神
の
整
理
が
強
行
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
幕
府
権
力
の
中
枢
に
近
い
藩
主
の

も
と
で
の
こ
と
で
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

関
斎
が
正
之
と
直
接
接
触
し
た
の
は
、
寛
文
五
年
で
、
以
後
接
触
が
深
ま

る
。
承
応
元
年
(
一
六
五
二
)
四
十
歳
で
『
小
学
』
を
読
ん
で
朱
子
学
に
帰
入
、

し
た
と
い
う
晩
学
白
正
之
で
は
あ
っ
た
が
、
闇
斎
と
の
出
合
い
よ
り
十
年
以
上

ま
え
に
、
既
に
か
な
り
の
研
究
を
し
て
も
い
る
。
闇
斎
は
民
間
に
あ
っ
て
正
之

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
普
及
す
る
役
割
を
果
し
た
と
い
う
面
も
あ
る
。
闇
斎
学
が

最
も
盛
ん
と
な
る
の
は
「
寛
文
延
宝
の
間
」
(
河
口
静
斎
『
斯
文
源
流
』
)
で
、

こ
の
頃
、
闇
斎
の
朱
子
学
原
典
の
抜
草
書
や
、
『
拘
幽
操
』
な
ど
独
得
の
表
章

書
が
続
々
と
、
か
っ
大
量
に
出
版
さ
れ
、
京
都
の
家
塾
で
は
、
講
義
中
心
の
大

衆
的
な
教
育
活
動
が
勢
力
的
に
展
開
さ
れ
、
日
本
朱
子
学
の
一
牙
城
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。

以
上
、
素
描
し
た
事
象
は
、
氏
が
画
期
と
さ
れ
る
天
和
期
(
一
六
八
一

1
八

一
ニ
〉
以
前
の
朱
子
学
に
か
か
わ
る
政
治
甲
惹
史
的
側
面
で
、
石
田
一
良
・
今
中

寛
司
両
氏
な
ど
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
き
た
羅
山
な
ど
林
家
の
役
割
・
思
想
の
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『
近
世
臼
本
社
会
と
宋
学
』

追
求
と
と
も
に
、
本
書
に
補
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
一
側
面
で
あ
る

と
思
う
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
寛
文
具
学
の
禁
」
に
か
か
わ
る
素
行
・

器
山
の
研
究
平
、
平
重
道
氏
の
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
な
ど
を
手
が
か
り

に
、
研
究
史
上
で
も
弱
点
と
な
っ
て
い
る
こ
の
分
野
を
、
政
治
思
想
史
の
研
究

者
で
あ
る
氏
自
身
に
更
に
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
以
下
に

つ
し
て
は
、
個
別
の
問
題
を
、
個
条
書
き
的
に
四
つ
に
分
け
て
述
べ
た
い
。

一
、
寛
永
期
か
ら
は
じ
ま
る
「
仮
名
草
子
」
に
古
ま
れ
る
宋
学
的
要
素
に

は
、
本
書
の
観
点
に
か
か
わ
っ
て
、
か
な
り
重
要
な
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
氏
は
、
『
可
笑
記
』
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、
「
仮
名
草
子
」
の
一

部
の
宋
学
思
想
に
基
づ
く
体
制
批
判
的
要
素
、
へ
の
考
察
を
欠
い
て
い
る
と
思

5
0
『
可
笑
記
』
は
、
経
山
の
仮
名
書
き
教
訓
書
(
仮
名
草
子
〉
『
庖
言
抄
』

『
童
観
世
』
『
一
二
徳
抄
』
『
春
鑑
抄
』
な
ど
か
ら
、
多
く
を
引
用
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
国
家
治
乱
の
本
」
は
「
主
君
の
善
悪
」

に
よ
る
と
す
る
(
「
大
盗
は
侯
た
り
」
な
ど
)
よ
う
な
、
原
朱
子
学
に
旺
盛
な

批
判
的
精
神
が
脈
打
っ
て
い
る
。
氏
も
言
う
よ
う
に
「
仮
名
草
子
が
当
時
決
し

て
大
衆
的
読
物
で
は
な
か
っ
た
」
(
二
二
頁
〉
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
整

版
印
刷
に
よ
り
、
こ
の
種
の
も
の
が
飛
躍
的
に
発
行
部
数
、
種
類
を
伸
ば
し
、

「
後
描
」
「
再
刻
」
を
重
ね
た
の
は
、
当
時
の
知
識
層
た
る
武
土
の
知
的
要
求
に

応
え
、
受
容
さ
れ
た
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
浮
世
草
子
」
の
時
代
に
な

る
と
、
正
面
か
ら
の
体
制
批
判
の
要
素
を
喪
失
さ
せ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
儒
学

思
想
受
容
史
へ
の
示
唆
も
、
汲
み
取
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
ロ

一
一
、
戦
国
武
士
像
が
や
や
一
面
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
か
。
民
は
、
戦
国

「
武
辺
」
の
殺
伐
さ
を
「
主
君
の
命
令
の
下
に
、
傷
害
・
殺
人
を
犯
す
こ
主

が
、
そ
の
生
と
精
神
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
」
ハ
九
頁
〉
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
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彼
ら
の
主
従
関
係
に
つ
い
て
、
「
い
わ
ば
生
前
か
ら
定
め
ら
れ
た
運
命
共
同
体

を
な
す
」
(
七
十
九
貫
)
と
し
、
徳
川
前
期
の
武
士
の
心
情
も
こ
の
伝
統
を
継

承
し
て
い
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
戦
闘
時
代
は
凄
ま
じ
い
殺
数
行
為
も
多
か

っ
た
が
、
合
理
性
や
主
体
性
を
求
め
る
自
律
性
の
高
レ
個
人
を
多
く
産
み
出
し

た
時
代
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
で
の
主
従
関
係
も
、
双
務
的
・
契
約
的
だ
っ

た
と
も
言
一
わ
れ
る
。
他
方
、
徳
川
期
初
期
の
情
緒
的
一
体
観
を
強
調
す
る
『
薬

隠
』
な
ど
の
武
士
道
は
、
平
和
の
時
代
に
な
っ
て
倒
錯
的
に
そ
れ
が
理
想
化
さ

れ
た
、
と
い
ラ
蘭
も
強
か
ろ
う
。
家
康
が
自
己
の
行
動
の
正
当
化
の
根
拠
と
し

て
、
『
孟
子
』
の
放
伐
論
に
関
心
を
持
っ
た
の
に
対
し
、
四
代
家
綱
の
時
代
の

保
科
正
之
阜
、
水
戸
光
閤
が
、
朱
子
の
「
君
臣
義
Y
A

口
」
説
を
毛
嫌
い
し
た
ハ
八
七

頁
参
一
照
)
の
は
、
当
時
の
武
士
の
主
従
意
識
一
般
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
よ

り
は
、
固
定
化
さ
れ
た
身
分
制
度
秩
序
の
破
壊
に
連
が
る
の
を
恐
れ
る
、
為
政

者
・
権
力
者
の
体
制
的
意
識
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
、
赤
穂
浪
士

の
評
価
問
題
(
爪
四
頁
〉
に
も
疑
問
が
あ
る
が
、
以
上
の
文
脈
で
そ
の
論
拠
は

賢
察
願
え
る
と
思
う
。

三
、
「
修
己
治
人
」
の
学
と
教
化
(
育
)
思
想
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
氏
の

と
ら
え
方
は
や
や
一
面
的
と
思
う
。
氏
は
「
そ
の
(
朱
子
学
の
引
用
者
)
主

体
形
成
は
、
一
応
、
凡
そ
人
た
る
も
の
の
共
通
課
題
と
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
上

『
士
大
夫
』
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
意
味
で
も
、
朱
子
学

は
民
の
教
化
の
た
め
の
教
え
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
士
大
夫
』
の
学
な
の
で
あ

る
」
(
九
六

1
七
頁
〉
と
す
る
。
本
節
の
朱
子
学
の
担
い
手
た
る
士
大
夫
層
の

意
識
干
役
割
の
社
会
史
的
分
析
は
、
他
の
部
分
間
様
に
鮮
や
か
で
教
え
ら
れ
る

点
も
多
く
、
朱
子
学
の
本
質
を
よ
く
言
い
当
て
て
い
る
主
さ
え
思
う
。

し
か
し
、
『
大
学
章
句
』
序
の
コ
ニ
代
の
隆
ん
な
る
や
-
-
王
公
よ
り
以
下
、

~ρ  叫 ')r，ょ.，，-，":" 別町古川E寄叫

庶
人
の
子
弟
に
至
る
ま
で
、
皆
小
学
に
入
る
L

干
、
『
大
学
章
句
』
の
三
綱
領

ぉ
ζ

「
新
民
」
の
伝
の
「
康
請
に
日
く
新
に
す
る
の
民
を
作
す
と
」
に
対
し
て
、
「
之

を
鼓
し
之
を
舞
す
、
之
を
作
と
謂
う
。
其
の
自
ら
新
に
す
る
の
民
を
振
起
す
る

‘
に
し
え

を
言
う
な
り
」
と
あ
る
の
や
、
『
近
思
録
』
教
学
の
道
篇
に
程
伊
川
の
「
古
者
八

歳
に
し
て
小
学
に
入
り
、
十
五
に
し
て
大
学
に
入
る
。
そ
の
才
の
教
う
可
き
も

の
を
択
ん
で
之
を
緊
め
、
不
肖
な
る
も
の
は
之
を
農
畝
に
卸
え
す
o
」
云
々
、

な
ど
の
語
が
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
庶
民
の
教
化
(
『
大
学
章
句
』
序
に
は
「
教
化

陵
英
、
風
俗
頚
敗
」
の
需
も
あ
る
。
)
平
、
エ
リ
ー
ト
選
抜
の
一
階
梯
と
し
て

の
庶
民
の
「
小
学
」
へ
の
入
学
を
も
、
朱
子
が
理
想
と
し
て
い
た
こ
主
は
明
ら

か
で
あ
る
。
我
が
国
で
も
臨
斎
派
=
一
傑
の
一
、
三
宅
尚
斎
に
培
根
達
支
堂
と
い

う
庶
民
教
育
の
実
践
が
行
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
文
脈
で
考
え
れ
ば
当
然
で
あ

る
。
(
尚
斎
『
培
根
達
支
堂
の
記
』
参
照
)

し
た
が
っ
て
、
朱
子
学
は
ま
ず
は
士
大
夫
の
「
修
己
L

の
学
で
は
あ
る
の
だ

が
、
そ
れ
は
「
治
人
L

「
新
民
」
を
前
提
と
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
庶
民
の
教

化
・
学
校
教
育
を
も
理
想
と
し
て
お
り
、
し
か
も
、
民
を
単
な
る
受
動
的
被
治

者
と
も
み
て
い
な
い
角
自
ら
新
に
す
る
の
民
」
の
語
や
、
エ
リ
ー
ト
の
学
校

で
の
選
抜
を
理
想
と
し
て
い
る
こ
主
を
想
え
)
と
、
言
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
関
連
し
て
「
小
学
L

と
「
大
学
」
の
本
質
的
差
異
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
き
た
い
。
氏
の
例
示
に
も
あ
る
よ
う
に
、
浅
見
綱
斎
の
『
靖
献
遺
言
』
に

は
、
朱
莱
『
小
学
』
明
倫
「
明
君
臣
之
義
」
ハ
「
忠
臣
不
事
二
君
、
烈
女
不
仕
二

夫
」
の
語
が
あ
り
〉
が
、
殊
に
表
章
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
に
象
徴
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
『
小
学
』
は
事
柄
を
単
純
化
、
公
式
化
し
て
述
べ
て
い
る
菌
が

あ
る
。
原
朱
子
学
の
本
来
は
、
放
伐
肯
定
で
あ
り
、
君
臣
義
合
論
で
あ
り
、
教

義
の
教
条
化
に
は
本
質
的
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
『
小
学
』
の
内
容
が
こ
の
よ
う
な
性
格
を
帯
び
る
の
は
、
-
こ
の
階
梯
で
は

『
漉
掃
応
対
』
な
ど
の
『
事
』
を
教
え
、
『
大
学
』
に
至
っ
て
『
此
の
事
の
理

を
発
明
す
』
る

Q
朱
子
語
類
』
巻
七
な
ど
〉
と
言
う
よ
う
に
、
『
小
学
』
の
段

階
で
は
、
礼
の
実
践
と
そ
の
基
準
の
習
得
を
、
そ
の
「
理
L

(

由
)
の
究
明
と

は
切
り
離
し
て
要
求
す
る
、
と
い
う
理
論
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

保
科
正
之
が
、
『
小
学
』
を
読
ん
で
朱
子
学
に
帰
入
し
た
こ
と
は
、
前
に
も
触
れ

た
が
、
土
佐
藩
家
老
野
中
兼
山
も
『
小
学
』
に
強
く
惹
か
れ
た
。
彼
ら
が
魅
力

を
感
じ
た
所
以
を
、
今
論
証
は
し
に
く
い
が
、
恐
ら
く
こ
の
書
の
教
訓
書
と
し

て
の
簡
便
さ
、
教
条
化
さ
れ
た
内
容
や
朱
子
の
こ
の
書
の
位
置
づ
け
方
に
、
為

政
者
の
立
場
か
ら
便
宜
を
感
じ
と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、

簡
斎
の
朱
子
学
は
、
本
来
の
朱
手
学
が
有
す
る
普
遍
性
、
例
え
ば
、
学
(
習
)

者
の
疑
問
の
重
視
や
格
物
致
知
の
研
究
的
態
度
を
、
『
小
学
』
的
に
解
毒
化
L

た
面
が
強
い
、
と
言
え
な
か
ろ
う
か
。
藤
樹
を
感
動
さ
せ
た
『
大
学
』
の
理
想

主
義
に
対
L
、
『
小
学
』
の
教
条
主
義
は
、
朱
子
の
主
観
的
意
図
の
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
、
為
政
者
に
「
活
用
」
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

四
、
氏
の
個
別
の
論
証
・
挙
例
に
は
、
戦
後
急
速
に
進
ん
だ
関
連
分
野
の
先

行
研
究
の
成
果
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
十
分
に
活
用
し
一
ツ
の
構
想
の

下
に
結
び
合
せ
た
、
と
い
う
側
面
が
本
書
に
は
あ
る
。
『
に
も
か
か
わ
ら
ず
」

あ
る
い
は
「
だ
か
ら
こ
そ
」
、
近
世
日
本
思
想
史
に
関
心
を
持
つ
も
の
に
と
っ

て
は
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
便
利
な
書
で
あ
る
。
文
体
も
簡
潔
で
小
気
味
良
い
。
し

か
し
、
今
後
期
待
し
た
い
こ
と
を
更
に
こ
点
の
み
挙
げ
る
主
、
一
ツ
は
、
更
に

広
い
範
囲
の
史
料
の
活
用
に
よ
る
本
書
の
仮
説
の
よ
り
深
い
検
註
で
あ
る
。
本

書
に
は
、
そ
れ
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
、
他
の
研
究
者
が
引
用
し
た

書
の
同
じ
部
分
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
別
に
思
い
こ
と
で

れ了..~川町行川y ト

『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』

奮豆京壱哀聖子ξT:"

東
大
出
版
会

は
な
い
が
、
(
自
分
も
含
め
て
の
反
省
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
〉
窺
知
の
資
料

の
位
置
づ
け
方
の
枠
内
だ
け
で
論
じ
て
い
る
危
険
が
有
り
は
し
な
い
か
。
こ
の

時
期
の
こ
と
と
な
れ
ば
、
写
本
類
を
含
め
れ
ば
多
数
の
無
名
の
資
料
群
が
残
存

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
用
に
よ
る
、
一
層
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。
も
う
一

ツ
は
、
藤
原
健
窟
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
近
世
の
宋
学
の
受
容
期
に
、
殆
ん
ど

同
時
に
並
行
し
て
進
行
す
る
、
諸
学
混
渚
の
流
れ
の
具
体
的
解
明
で
あ
る
。
例

え
ば
、
本
来
の
失
土
J

学
に
は
存
在
し
な
い
、
因
果
応
報
論
や
神
君
思
想
と
の
関

連
の
究
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
朱
子
学
派
の
思
想
」
(
日
本
思
想
体
系
『
藤
原
健
鶴
、
林
羅
山
』
〉
な
ど
で

初
歩
的
に
追
求
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
の
著
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
側
面

を
ど
う
理
論
化
し
て
と
ら
え
る
の
か
、
興
味
が
あ
る
。
そ
れ
に
成
功
す
れ
ば
本

書
に
特
徴
的
な
社
会
史
的
要
素
が
、
更
に
格
段
と
豊
富
に
な
る
と
思
う
。
ご
の

山
'
も
、
今
後
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
は
、
「
批
判
」
的
観
点
か
ら
す
る
感
想
で
あ
る
が
、
仁
斎
の
思
想
史
上

の
位
置
づ
け
な
ど
、
教
え
ら
れ
た
部
分
は
勿
論
多
か
っ
た
。

な
お
、
寓
目
し
た
著
者
の
関
連
す
る
近
作
を
挙
げ
て
お
く
。
『
近
世
日
本
政

治
思
想
』
〈
日
本
放
送
出
版
協
会
、
放
送
大
学
教
材
、
一
九
八
五
〉
『
御
威
光
』

と
象
徴
1
1徳
川
政
治
体
制
の
一
側
面
」
令
思
想
』
七
四

O
号
、
一
九
八
六
、

二
月
)
の
二
点
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
一

O
月

四
六
判
二
五
二
頁

(
宮
城
教
育
大
学
助
教
授
)


